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【公表番号】特表2014-534810(P2014-534810A)
【公表日】平成26年12月25日(2014.12.25)
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【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｇ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     ＺＮＡＡ
   Ａ６１Ｋ   31/7105   　　　　
   Ａ６１Ｐ   21/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月13日(2015.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）の治療に使用するための、ｈｓａ－ｍｉＲ
－１５５中に存在する少なくとも７ヌクレオチドの連続配列、に相補的な配列を含む抑制
性核酸。
【請求項２】
　少なくとも１種の抑制性核酸が、アンタゴミアである、請求項１に記載の抑制性核酸。
【請求項３】
　アンタゴミアが、配列番号２６２の配列を有する、請求項２に記載の抑制性核酸。
【請求項４】
　少なくとも１種の抑制性核酸が、アンチセンスオリゴヌクレオチドである、請求項１に
記載の抑制性核酸。
【請求項５】
　少なくとも１種の抑制性核酸が、リボザイムである、請求項１に記載の抑制性核酸。
【請求項６】
　少なくとも１種の抑制性核酸が、対象の髄液への注射用に製剤されている、請求項１に
記載の抑制性核酸。
【請求項７】
　注射が、頭蓋内注射である、請求項６に記載の抑制性核酸。
【請求項８】
　注射が、髄腔内注射である、請求項６に記載の抑制性核酸。
【請求項９】
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　少なくとも１種の抑制性核酸が、１種または複数のカチオン性ポリマーおよび／または
カチオン脂質と複合体化されている、請求項１に記載の抑制性核酸。
【請求項１０】
　筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）を治療するための対象の選択方法であって、
　対象からのＣＤ１４＋ＣＤ１６－単球中のマイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５のレ
ベルを決定すること；
　対象からのＣＤ１４＋ＣＤ１６－単球中のマイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５のレ
ベルを、マイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５の参照レベルと比較すること；および
　ＣＤ１４＋ＣＤ１６－単球中のマイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５のレベルが前記
参照レベルと比較して増加している対象をＡＬＳを治療するために選択すること
を含む、方法。
【請求項１１】
　臨床試験に参加させるための対象の選択方法であって、
　対象からのＣＤ１４＋ＣＤ１６－単球中のマイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５のレ
ベルを決定すること；
　対象からのＣＤ１４＋ＣＤ１６－単球中のマイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５のレ
ベルを、マイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５の参照レベルと比較すること；および
　前記参照レベルと比較して、ＣＤ１４＋ＣＤ１６－単球中のマイクロＲＮＡｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１５５のレベルが増加している対象を、臨床試験に参加させるために選択すること
を含む、方法。
【請求項１２】
　参照レベルが、閾値レベルである、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
　参照レベルが、対照の対象からのＣＤ１４＋ＣＤ１６－単球中で見出されるレベルであ
る、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１４】
　マイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５が、任意に配列番号５９を含んでいてもよい、
前駆マイクロＲＮＡである、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１５】
　マイクロＲＮＡｈｓａ－ｍｉＲ－１５５が、任意に配列番号５８を含んでいてもよい、
成熟マイクロＲＮＡである、請求項１０または１１に記載の方法。
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